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天
空
の
棚
田
を
後
世
に
残
し
伝
え
る

◆
樫
谷
の
棚
田

　

大
洲
市
戒か

い
か
わ川

の
樫か

し
だ
に谷

棚
田
は
、
壺つ

ぼ
が
み神

山(

標

高
９
７
１
ｍ)
の
中
腹
、
標
高
５
０
０
ｍ
の
西

麓
に
広
が
る
棚
田
で
あ
り
、「
隠
れ
里
」
と
い

う
に
ふ
さ
わ
し
く
、
知
る
人
ぞ
知
る
存
在
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
最
近
、
そ
の
景
観
の
素
晴

ら
し
さ
や
歴
史
的
意
義
が
注
目
さ
れ
、
保
存
活

動
が
動
き
始
め
て
い
る
。

　

棚
田
は
、
面
積
３
ha
、
田
圃
２
５
７
枚
を
数

え
る
規
模
で
あ
る
が
、
耕
作
者
は
10
戸
を
切

る
ま
で
減
少
し
、
高
齢
化
に
よ
っ
て
荒
廃
が

危
惧
さ
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
な

か
、
早
稲
田

大
学
名
誉
教

授
中
島
峰
広

氏
（
棚
田
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
代

表
）
ら
の
呼
び

か
け
に
応
え
、

地
元
住
民
と

一
般
市
民
に

よ
っ
て
樫
谷

棚
田
保
存
会

が
立
ち
上
が

り
、
活
動
が
始

ま
っ
た
。

◆
棚
田
保
存
の
活
動

　

樫
谷
棚
田
保
存
会
は
、
次
の
３
つ
を
基
本
軸

に
保
存
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
、
棚
田
写
真
展
、
田
植
え

祭
、
収
穫
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
樫
谷

棚
田
の
存
在
と
保
存
の
意
義
を
広
く
一
般
に

知
ら
せ
る
広
報
活
動
で
あ
る
。
平
成
27
年
開
催

の
棚
田
写
真
展
に
は
４
日
間
で
１
０
０
０
人
も

の
観
覧
者
を
数
え
、
田
植
え
祭
や
収
穫
祭
に
は

一
般
市
民
が
70
人
以
上
も
参
加
す
る
盛
況
ぶ
り

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
え
ひ
め
地
域
政
策
研
究
セ

ン
タ
ー
の
助
成
に
よ
り
「
戒
川
地
区
（
樫
谷
棚

田
）
案
内
図
」
を
作
成
し
、
棚
田
を
広
く
紹
介

す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
、
棚
田
の
維
持
活
動
で
あ
る
。
実

際
に
耕
作
放
棄
さ
れ
よ
う
と
し
た
棚
田
15
ａ
を

保
存
会
有
志
ら
が
「
棚
田
お
手
伝
い
隊
」
を
結

成
し
耕
作
を
行
い
、
さ
ら
に
収
穫
さ
れ
た
棚
田

米
を
「
壺
神
米
」
と
銘
打
ち
販
売
し
、
活
動
資

金
に
あ
て
て
い
る
。
こ
の
活
動
に
は
、
地
元
地

域
だ
け
で
は
な
く
、
大
洲
農
高
生
や
Ｊ
Ａ
愛
媛

た
い
き
も
参
加
・
協
賛
し
取
組
ん
で
い
る
。

　

三
つ
目
は
、
地
域
づ
く
り
活
動
で
あ
る
。
棚

田
保
全
の
た
め
に
は
、
人
が
暮
ら
し
続
け
ら

れ
、
地
元
に
収
入
が
増
え
る
地
域
づ
く
り
が
不

可
欠
で
あ
る
。

　

平
成
28
年
度
か

ら
、
大
洲
市
と
連
携

し
て
棚
田
オ
ー
ナ
ー

制
度
が
導
入
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
ま

た
、
地
元
物
産
を

使
っ
た
郷
土
料
理
の

研
究
活
動
も
戒
川
地

区
の
女
性
陣
を
中
心

に
始
ま
っ
て
い
る
。

◆
樫
谷
を
含
む
戒
川
地
区
の
地
域
資
源
と
「
こ

れ
か
ら
」

　

こ
の
戒
川
地
区
は
旧
大
洲
街
道
の
沿
道
に
当

た
り
、
室
町
時
代
に
遡
る
滝
山
城
址
や
盤ば

ん
け
い硅
禅

師
に
ま
つ
わ
る
旧
蹟
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
伝
説

な
ど
歴
史
文
化
の
香
り
に
満
ち
て
い
る
。
ま

た
、
壺
神
山
は
、
海
（
伊
予
灘
）
か
ら
わ
ず
か

４
km
の
位
置
に
あ
り
な
が
ら
、
１
０
０
０
ｍ
近

い
標
高
を
有
す
る
急
峻
な
山
系
で
あ
り
、
自
然

観
察
、
登
山
、
森
林
浴
な
ど
の
活
動
フ
ィ
ー
ル

ド
を
提
供
し
得
る
自
然
環
境
を
有
し
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
こ
れ
ら
歴
史
文
化
遺
産
と
豊

か
な
自
然
と
い
う
地
域
資
源
の
活
用
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
棚
田
保
存
活
動
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
大
洲
市
）

樫
谷
棚
田
保
存
会
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